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第 13部会

第

十
三

部

会

江
戸
中
期
の

戯
作
者

・

大

江
文
坡
の

仙
教

　

ー
道
教
と

の

関
連
で

ー

坂

　
出

群

伸

　

大
江
文

坡
（
享

保
十
年
頃
・
一

七
二

五

ー
寛
政
二

年
・
一

七
九

〇
）

は、

ほ

と

ん

ど
知
ら
れ
て

い

な
い

戯
作
者
で

あ
る
が
、

そ

の

後
半
生、

そ

の

著
作
を

通
し
て

中
国
の

宗
教
・

道
教
に

の

め

り
こ

ん

で

「

仙
教
」

を

創

唱
し
た

と

い

う
非
常
に

特
異
な
人

物
で

あ
る
。

そ
の

伝

記
は

ほ

と

ん

ど
不

明
で

あ
る

が
、

四
十

歳
頃
か

ら
浄
土

教
の

説
教
本
の

種

本
書
き

と

し

て

著

述
活
動
を

始
め

、

そ
の

生
涯
に

六

十
余
種
の

作
品
を

残
し

て

い

る
。

安
永

二

年、

清
人
の

石
天
基
の

著
す
霊

符
の

利
生
を

説
い

た

『

随
身

佩
』

に

も

　

　
　

　
　

　
　

　
わ

　
げ

と

つ

い

て、

こ

れ

を
和
解
し
た

『

天
真
坤
元
霊

符
伝
」

を
著
し
て

以
後、

霊

符
、

呪
言、

易

占、

擲
銭
卦、

善
書

、

北
辰

真
武
神
君
信
仰
な
ど
の

道

教
的

方
術
の

霊

験

利
生

を

説
い

た

著

述
を

次
々

に

出
版
し

た
。

と

こ

ろ

が
、

天

明
元

年
に

著
し

た
『
修
仙
霊

要
籤
」

で
、

「

清
浄
無

為
真
一

の

霊

旨
に

か

な
う

」

こ

と

を
も
と

め

る

「

仙
教
」

を

唱
え
て、

神
仏
仙
三

教
は

一

致
し
て

い

る

と

主

張
し
た

。

さ

ら
に

翌

年
の

『

和
漢
年

中
修
事
秘
要
』

で

は
「

天
の

命
こ

れ
を

性
と

い

う
」

（

『

申

庸
』

V

の

「

性
」

も

「

清
浄
無

為
真
一
」

に

ほ

か

な
ら

な

い

と
し

て

神
仏
儒
三

教
一

致
を
主

張
す
る
。

た

だ
し、

「

我
神
国
神
代
の

君
臣
は
、

即
霊

旨
を

以
て

是
を

総
て

神
と

い

ふ
、

神
は

仙
な

り
、

仙
は

神
な

り、

豈

神
仙
の

差
別
あ
ら
ん

や
」

（

『

修
仙
霊
要

鐐
』

）

「

夫
れ

我
朝
の

諸
神
は

皆
仙
な

り、

其
故
は

我
朝
の

上

古
の

人
は

皆

心
竃

直
質
素
に

し
て、

虚
静
恬
淡
無
為
な

れ
ば
、

自
然
と

真
一

の

霊
旨
に

契
ふ
」

（

『

神

仙
霊
章
春
秋

社
日
醺
儀
』

）

と

述
べ

て

い

る

よ

う
に

、

我
が

古
代
の

神
々

の

道
と

「

仙
教
」

は

同
じ

も

の

だ

と

い

う
の

で

あ
り、

従
っ

て

神
（
仙）

仏
儒
三

教
一

致
と

な

る

の

で

あ
る

。

で

は、

「

真
一

の

霊
旨
」

を

悟
る

た

め

の

方
法
は

何
か

。

煉

養
服
食
と

か

方
術
で

は

な
く
て、

「

工

夫
」

「

大
悟
」

で

あ

り
、

別
の

言
葉
で

い

う
と

、

仏
教
で

は

「

坐

禅
」

「

大

悟
」 、

仙
教
（
道
教
）

で

は

「

胎
息
」

「

守
｝
」

だ

と
い

う
。

天
明
四
年
に

著
し

た

談
義
本
『

成
仙
玉
一

口

玄
談
』

に

は、

「

真
一

の

霊

旨
」

に

至
る

修
行
法
が
具

体
的
に

示
さ

れ
る。

そ

れ

を

語
る

の

は

「

守
…

仙
人
」

を

名

乗
る
一

老
人
で

あ
る。

そ

の

内
容
を
見
る

と、

近
世
道
教
の

内
丹
の

修
練

法
の
一

つ
、

性
命
双
修
で

あ
り、

特
に

「

性
」

（
心
）

の

修

行
を
重
視
し、

し

か

も、

そ

れ

を

日

常
平
素
に

修
行
す
べ

き

だ

と

説
い

て

い

る。

「

戯
場

の

役
者
が

舞
台
に

て

歌
舞
伎
芝
居
を

す
る
と
き
の

意
持
（

こ

こ

ろ

も

ち）

が
、

そ

の

ま

ま

仙
法
仏
法
を

修
行

す
る

人
の

心

得
に

な
る

の

で

あ
る
」

（
『

成
仙
玉
】

口

玄

談
』

巻

四
）

。

か

く
し

て

修
行
に

よ

っ

て

到

達
し

た

「

清
浄
無

為
真
一
」

の

境
地
は

、

「

日

輪
」

に

よ

っ

て

象

徴
さ

れ
て

い

る

が、

そ

れ
は

人
々

が

本
来
自
分
に

内
在
し

て

い

る

と

も

い

う
。

あ
る

い

は

＝

切
の

禽
獣
魚
虫
の

類
も

具
有
し

て

い

る
」

（
同
前
巻
五
）

と

も

い

う
。

人
は

こ

れ

を

修
錬
に

よ
っ

て

発
見
し

到
達
せ

よ

と

「

仙
教
」

の

主

旨
を
宣

伝
し

て

い

る
。

以
上
が
大
江
文

坡
の

創
唱
す
る

と

こ

ろ

で

あ
る

。
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